
令和８年度 ともの家 事業計画 

―はじめにー 

開所から３７年が経過しました。無認可時代をともに過ごしてきた仲間やその親、職員も

半分を切り、施設全体の高齢化と世代交代が迫ってきていることを痛感します。 

 19 年前（2006 年）障害者自立支援法が施行され、念願だった法廷施設に移行。法律が定

める複数の類型の中から、仲間たちの実態に合わせ「生活介護事業」「就労継続 B 型事業」

「共同生活介護事業」を選択、融通の利く多機能型事業所として、区分に拘ることなく、適

材適所で働くことを支援してきました。しかし、3年ごとの改定の度に、基本報酬は下げら

れ、加算で収入を得る仕組みが、細分化し、複雑になっています。理想を掲げ、実現してい

ては経営難に陥るのではないかと危惧せざるを得ない状況です。法律遵守の下、理念の継承、

支援の質を担保しつつ、職員にも一定の給与保障を行うための打開策として、就労継続 B 型

事業を廃止し、生活介護事業に統合という事業変更を行うことにしました。仲間たちの働き

方、日中の過ごし方には変更はありません。今後も一人ひとりの「働く」「働き」にこだわ

り、事業内容もそのまま継続します。生活介護事業は民間の営利企業の参入が少ないことで

もわかるように、比較的重度の仲間が利用することもあり、人員配置面でハードルが高いこ

とが特徴で、一人当たりの報酬単価が高く設定されているため、収入増が期待されます。 

今後も全国の仲間たち（きょうされん、地域の事業所）と情報を共有しながら、仲間たち

が安心して利用し、職員も安心して働くことが出来る安定経営を図ることが責務になると

考えます。 

  

１．理念の継承とともに大切にすること 

  ・19 歳から還暦を迎える仲間、総勢 36 名が、主体性を持って、日々を過ごせる場所で

あること。 

・仲間の「働き方」「暮らし方」について、再度意識を深めていくこと。 

・関わる職員の持ち味を十分生かしつつも、主観や個々の価値観を押し付けることのな

いよう、あくまでもチーム支援であること、繰り返し学び直すこと。 

 

２．世代交代に向けて  

  ・施設長、副施設長（2名の内 1名）が 2 年後に定年を迎えます。継続雇用制度もあり

得ますが、交代してもらえる人材が育つよう、またそれを視野に入れて、動き始める時

期が来たと考えています。 

 

３． 施設整備 

・エレベーターの修繕 1100 万円 

  ・南岡町の旧グループホーム「とも」の売却   見積り依頼中   

  ・北脇グループホーム増築 隣接地の土地の購入 隣接家の望月様からの連絡待ち 



   

４．お店の継続的な繁栄 

   11 年目に入りました。お店に来てホッとしてもらえる、また、食してホッとしても

らえる商品づくりを真面目に継続します。 

  お店の PR → Instagram・マルシェの開催・地域イベントへの出店 

 

５． 防災  

災害時の対応を常に意識し、仲間たちと接すること。 

高まった防災意識を継続すること。 

 

６． 研修 

昨年同様、内部研修の充実 

出来る限り、外部研修にも参加できる体制を作りたい。 

   

７． 地域発信 

ともの家通信の発行（年 3 回） 

お店のマルシェの開催 

地域イベントへの出店 

 

８． その他 

ボッチャ大会の開催 今年は仲間や職員の家族に呼びかけ、土台を作りたい。 

少しずつ、周囲へ呼びかけ、地域発信となる事業にする方向 

ボッチャというスポーツは、老若男女、障害の有無に関わらず、だれもが主役になれる

スポーツです。清水区庵原に開設した「IAI パラスポーツパーク」を十分に活用させて

いただく予定です。 

 

 

 

  


